


第
一
章
男
ら
し
さ
と
女
ら
し
さ

一
生
ま
れ
つ
き
か
､
養
育
か
-
子
ザ
ﾙ
の
遊
び
パ
ﾀ
ｰ
ﾝ

2

二
ﾋ
ﾄ
の
子
ど
も
の
遊
び
パ
ﾀ
ｰ
ﾝ
と
ｱ
ﾝ
ド
ﾛ
ゲ
ﾝ

ｙ

三
女
の
子
の
ほ
う
が
甘
党
か
?

~

第
二
章
脳
の
機
能
的
性
差
は
ｱ
ﾝ
ド
ﾛ
ゲ
ﾝ
が
決
め
る

一
ﾎ
ﾙ
ﾓ
ﾝ
の
分
泌
パ
ﾀ
ｰ
ﾝ
に
性
差
が
あ
る
I
ｲ
ブ
の
脳
か
ら
ｱ
ダ
ﾑ
の
脳
が

で
き
る

刀

二
性
行
動
の
パ
ﾀ
ｰ
ﾝ
の
性
分
化
-
雄
性
化
と
脱
雌
性
化
の
こ
と

俘

三
い
ろ
い
ろ
な
行
動
の
性
差
-
ｱ
ﾝ
ド
ﾛ
ゲ
ﾝ
の
役
割

四

四
脳
の
性
分
化
の
臨
界
期

刀

第
三
章
ｱ
ﾝ
ド
ﾛ
ゲ
ﾝ
は
脳
に
ど
の
よ
う
に
働
く
の
か

一
脳
の
性
分
化
の
決
め
手
と
し
て
の
ｱ
ﾝ
ド
ﾛ
ゲ
ﾝ

涯



二
母
親
の
ｴ
ｽ
ﾄ
ﾛ
ゲ
ﾝ
に
対
し
て
胎
仔
の
脳
は
ど
の
よ
う
に
保
護
さ
れ
て
い
る
か

昂

三
環
境
汚
染
と
性
分
化
の
異
常

J

四
G
n
分
泌
中
枢
の
性
差
は
ど
こ
に
あ
る
の
か

即

五
性
ﾎ
ﾙ
ﾓ
ﾝ
の
脳
内
標
的
ﾆ
ｭ
ｰ
ﾛ
ﾝ

μ

六
脳
が
ｽ
ﾃ
ﾛ
ｲ
ド
ﾎ
ﾙ
ﾓ
ﾝ
を
作
る

巧

第
四
章
性
行
動
の
神
経
制
御
機
構
に
性
差
が
あ
る

一
雌
の
性
行
動
パ
ﾀ
ｰ
ﾝ

邦

二
ﾛ
ｰ
ド
ｰ
ｼ
ｽ
行
動
の
発
現
神
経
機
構

む

三
雄
が
雄
で
な
く
な
り
､
雌
が
雌
で
な
く
な
る
こ
と

な

四
雄
の
性
行
動
の
発
現
神
経
機
構

召

第
五
章
性
ﾎ
ﾙ
ﾓ
ﾝ
が
脳
の
形
態
的
性
差
を
作
る

一
鳴
鳥
の
発
声
中
枢
は
雄
の
ほ
う
が
立
派
で
あ
る

卯

二
性
的
二
型
核
と
は

釘

三
射
精
に
関
係
す
る
ﾆ
ｭ
ｰ
ﾛ
ﾝ
ｰ
球
海
綿
体
脊
髄
核

肩

四
雌
ﾗ
ｯ
ﾄ
の
ほ
う
が
雄
ﾗ
ｯ
ﾄ
よ
り
も
大
き
い
神
経
細
胞
群

巧

五
扁
桃
体
に
も
性
差
が
あ
る

ｙ

六
性
差
の
み
ら
れ
る
神
経
核
群

伺

七
ﾗ
ｯ
ﾄ
の
大
脳
皮
質
に
は
性
差
が
あ
る

卯



第
六
章
神
経
回
路
網
の
性
分
化
と
ｱ
ﾝ
ド
ﾛ
ゲ
ﾝ

一
扁
桃
体
の
神
経
回
路

肩

二
脳
の
神
経
回
路
の
配
線
に
も
性
差
が
あ
る
I
視
床
下
部
腹
内
側
核
の
場
合

卵

三
神
経
回
路
網
の
性
的
二
型
性
の
意
義

印

四
ｴ
ｽ
ﾄ
ﾛ
ゲ
ﾝ
の
ﾆ
ｭ
ｰ
ﾛ
ﾝ
に
対
す
る
形
態
的
変
化
は
短
い
時
間
で
起
こ
し
う
る

μ

五
視
覚
野
に
お
け
る
雌
雄
差

μ

第
七
章
脳
の
性
差
の
分
子
生
物
学

一
脳
の
酵
素
活
性
の
性
分
化

尽

二
神
経
ペ
プ
ﾁ
ド
の
発
現
の
性
差
と
性
ﾎ
ﾙ
ﾓ
ﾝ

印

三
バ
ｿ
プ
ﾚ
ｯ
ｼ
ﾝ
ﾆ
ｭ
ｰ
ﾛ
ﾝ
の
分
布
に
性
差
が
あ
る

卯

四
ｼ
ﾅ
プ
ｽ
形
成
と
性
ｽ
ﾃ
ﾛ
ｲ
ド
の
神
経
成
長
促
進
作
用

幻

五
性
ﾎ
ﾙ
ﾓ
ﾝ
受
容
体
と
ﾆ
ｭ
ｰ
ﾛ
ﾝ
の
性
分
化

巧

六
ｴ
ｽ
ﾄ
ﾛ
ゲ
ﾝ
受
容
体
ﾉ
ｯ
ｸ
ｱ
ｳ
ﾄ
ﾏ
ｳ
ｽ

舒

七
性
ﾎ
ﾙ
ﾓ
ﾝ
の
向
神
経
作
用
と
ﾆ
ｭ
ｰ
ﾛ
ﾄ
ﾛ
ﾌ
ｲ
ﾝ

渥

八
ｱ
ポ
ﾄ
ｰ
ｼ
ｽ
と
ｱ
ﾝ
ド
ﾛ
ゲ
ﾝ
ｰ
ﾕ
ﾕ
ｰ
ﾛ
ﾝ
数
の
調
節

即

九
胎
生
期
の
ド
ｰ
パ
ﾐ
ﾝ
ﾆ
ｭ
ｰ
ﾛ
ﾝ
に
性
差
が
み
ら
れ
る
の
は
遺
伝
的
な
差
か

釘



第
八
章
空
間
認
知
機
能
の
性
分
化
と
ｱ
ﾝ
ド
ﾛ
ゲ
ﾝ

一
ﾙ
ｰ
ﾄ
学
習
か
ら
み
た
空
間
認
知
戦
略
の
性
差

弼

二
ﾗ
ｯ
ﾄ
の
空
間
認
知
能
力
の
性
分
化

心

三
ﾗ
ｯ
ﾄ
の
空
間
認
知
戦
略
に
雌
雄
で
ち
が
い
が
あ
る

心

四
性
戦
略
に
お
け
る
方
向
感
覚

眉

五
男
女
で
認
知
ﾃ
ｽ
ﾄ
に
得
意
､
不
得
意
が
あ
る

心

六
空
間
認
知
能
力
と
ｱ
ﾝ
ド
ﾛ
ゲ
ﾝ

J

第
九
章
脳
の
ﾊ
ｰ
ド
ｳ
ｪ
ｱ
の
性
差

一
男
性
の
脳
の
ほ
う
が
女
性
の
脳
よ
り
重
い
I
女
性
の
脳
の
ほ
う
が
効
率
よ
く
働
く

J

二
女
性
の
脳
梁
は
男
性
の
脳
梁
よ
り
も
大
き
い

J

三
女
性
は
左
右
の
半
球
を
使
っ
て
話
す

ご

四
女
性
の
ほ
う
が
前
交
連
が
太
い

沼

五
情
動
脳
と
し
て
の
大
脳
辺
縁
系

ご

六
間
脳
の
左
右
を
つ
な
ぐ
視
床
間
橋
の
男
女
差

J

七
長
も
ち
す
る
女
性
の
脳
-
脳
の
老
化
と
ｴ
ｽ
ﾄ
ﾛ
ゲ
ﾝ

眉

第
十
章
ﾋ
ﾄ
の
脳
の
顕
微
鏡
ﾚ
ベ
ﾙ
で
の
性
差

一
ﾋ
ﾄ
の
性
的
二
型
核
-
前
視
床
下
部
間
質
核

J



二
同
性
愛
男
性
に
み
ら
れ
る
脳
の
ち
が
い

諮

三
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｽ
と
S
D
N
I
P
O
A

吻

四
妊
娠
中
の
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｽ
と
同
性
愛

沼

五
性
同
一
性
障
害
の
人
の
脳
に
ち
が
い
が
あ
る
の
か

J

第
十
一
章
情
動
や
性
的
志
向
を
動
か
す
性
ﾎ
ﾙ
ﾓ
ﾝ

一
情
動
と
性
ﾎ
ﾙ
ﾓ
ﾝ
ｰ
雄
の
ほ
う
が
こ
わ
が
り
か

心

二
攻
撃
性
と
ｱ
ﾝ
ド
ﾛ
ゲ
ﾝ

J

三
胎
児
期
の
ｱ
ﾝ
ド
ﾛ
ゲ
ﾝ
と
攻
撃
性

J

四
プ
ﾛ
ゲ
ｽ
ﾃ
ﾛ
ﾝ
と
女
ら
し
さ
I
服
装
の
好
み

J

五
女
性
の
性
的
志
向
と
胎
生
期
の
合
成
ｴ
ｽ
ﾄ
ﾛ
ゲ
ﾝ

J

六
副
腎
過
形
成
と
性
的
志
向

J

七
精
巣
性
女
性
化
症
の
場
合

心

八
思
春
期
に
な
っ
て
ｾ
ｯ
ｸ
ｽ
｡
ｱ
ｲ
デ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ﾃ
ｨ
ｰ
が
ゆ
ら
ぐ

J

第
十
二
章
子
ど
も
の
行
動
や
認
知
機
能
に
み
ら
れ
る
性
差

一
本
の
も
ち
方
に
も
男
女
差
が
あ
る

J

二
男
の
子
の
ほ
う
が
空
間
認
知
機
能
の
右
脳
へ
の
集
中
化
が
早
い

詞

三
幼
児
の
絵
に
み
ら
れ
る
男
女
差

肥

四
数
学
的
早
熟
児
は
男
の
子
に
多
い

四
万



五
左
利
き
と
ｱ
ﾝ
ド
ﾛ
ゲ
ﾝ

心

第
十
三
章
ﾋ
ﾄ
の
性
の
起
源
-
脳

-
｢
あ
と
が
き
｣
に
か
え
て

【
付
録
】
身
体
的
な
性
分
化

J

座
談
会
脳
の
性
差
に
つ
い
て

J
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